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路
次
楽
は
琉
球
王
朝
時
代
の
儀
式
音
楽
で
あ
る
。
『
琉
球
国
由
来
記
」
「
巻
四
事
始
・
礼
楽
門
」
に
「
二
四
、
楽
》
当
国
楽
、
察
度
王
、
尚
巴
志
王
之
世
間
、
自
中
華
伝
授
来
乎
。
不
可
考
。
有
座
楽
（
是
為
太
平
楽
。
奏
干
座
中
故
、
亦
曰
（１） 
座
楽
）
、
大
楽
、
笙
家
来
赤
頭
楽
、
路
次
楽
等
也
」
と
あ
る
。
座
楽
は
「
奏
干
座
中
故
」
す
る
こ
と
か
ら
「
座
楽
」
と
呼
ば
れ
る
。
路
次
楽
は
道
を
行
進
し
な
が
ら
演
奏
す
る
音
楽
の
こ
と
で
、
「
路
次
楽
」
と
称
さ
れ
る
。
山
内
盛
彬
は
『
琉
球
王
朝
古
謡
秘
曲
の
研
究
』
で
「
路
次
楽
と
は
今
日
で
言
う
な
ら
野
外
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
で
あ
る
。
こ
れ
は
王
朝
時
代
、
国
王
慶
賀
使
の
行
列
や
儀
式
の
と
き
に
奏
さ
れ
た
野
外
楽
で
あ
り
、
地
方
で
は
村
芝
居
や
村
祭
り
の
と
き
に
吹
き
な
ら
し
た
。
そ
の
主
要
旋
律
楽
器
は
喧
哨
で
あ
り
、
俗
に
ピ
ー
ラ
ル
ラ
ー
と
呼
ば
れ
、
日
本
で
は
チ
ャ
ル
メ
ラ
と
言
わ
（９】）
れ
、
オ
ー
ボ
エ
や
ク
ー
フ
リ
、
ネ
ッ
ト
の
よ
う
に
、
木
製
の
リ
ー
ド
楽
器
で
あ
る
。
」
と
説
明
し
て
い
る
。
琉
球
路
次
楽
六
曲
の
旋
律
源
流
考
王
耀
華
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琉
球
路
次
楽
の
曲
目
旋
律
に
つ
い
て
、
山
内
盛
彬
は
「
廃
藩
三
十
年
後
（
’
九
○
九
年
以
降
）
に
二
人
の
老
楽
師
の
生存がわかった。新垣加那（一八五六～一九一一○）、知念三郎（’八六二～？）の一一人である。：：：
（３） 
私は祖父盛烹の命をうけて、一」の一一人を内に招いて採譜をした」と記録している。その結果、次のよ
うな六つの楽曲の採譜が残された。（１）音頭（調子調べ）、（２）一段（頭更又は頌王声）、（３）二
段（一一更又は明達子）、（４）一一一段（一一一更又は操声）、（５）四段（三模様）、（６）五段（斉空公）であ
こ
れ
ら
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
源
流
に
関
し
て
、
筆
者
は
か
つ
て
『
三
弦
芸
術
論
」
下
巻
の
「
第
四
章
琉
球
に
お
け
る
中
国
旋
律
の
受
容
と
変
容
」
の
中
で
、
「
頌
王
声
」
、
「
明
達
」
、
「
斉
空
公
」
の
三
曲
を
分
析
し
た
。
本
稿
は
そ
れ
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
論
考
を
進
め
て
い
き
た
い
。
ろ段
○ 一
、
一
段
（
頭
更
、
頌
王
声
）
（４） 
山
内
盛
彬
の
採
譜
に
よ
る
と
、
「
一
」
の
曲
は
総
て
の
儀
式
の
初
め
に
吹
奏
す
」
と
あ
る
。
そ
の
た
め
で
、
こ
の
曲
を
二
段
」
と
呼
ば
れ
、
「
頭
更
」
「
頌
壬
声
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
こ
の
曲
名
は
江
戸
上
り
の
記
録
の
中
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、
琉
球
王
朝
時
代
に
楽
人
で
あ
っ
た
新
垣
加
那
、
知
念
三
郎
か
ら
山
内
盛
彬
が
聞
き
取
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
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（５） 
曲
は
廃
藩
置
県
以
前
に
演
奏
さ
れ
た
楽
曲
と
考
え
ら
れ
る
。
採
譜
は
譜
例
１
の
通
ｈ
ソ
で
あ
る
譜例１：
bjbhjdb〃、5）bi7又はsbJwa胸ルリ
一段（頭更頌王声）
（この曲は総ての儀式の初めに吹奏す）
Ｌａｒｇｏ Ｊ=6６（五節句の時はノー100でAdagio）
篝苣室菫奎=姜這二二三三三二
守
堂二菫一三二三ﾆｰﾆｰｰ二三二三
二菫=こ=ﾖｰ豆匿巨＝雪二三三置ニニー
■,￣Junへ゛■■・
■P＝■■■■■■■■－■■■■■■ＤＰ－ 
－－￣■■■■■■■■■■､「】■■■￣￣＝￣■01|■■■■■ﾛ■■■■■■－
－－■■I■Ｕ－－－ｌ■■０１■ロ‐Ⅱ■「￣■－－■■|■■■■■■I■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■ワーーこ￣■■■■■■■￣マ
ー■￣■■■■￣■■■￣￣-－■■■、■■■■､７－正■￣
＝￣■－－■￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■－－面一一■■■■■■■■■
□ ■■■■ 
一一
■Ｐ＝エュローー￣ｌ■■■■■￣
￣－－コI■■■＝＝■■■■■･丁一一■■■■■|■■､汀可互■勺Ⅱ■■■■■
＝￣■■■■￣■■■￣￣ 
ハハハ
＝菫二二一三Eニニーニニーニ二二
クロ▼■苣芭■
■■■■■■■￣ 
」■■■■■■■■､汀＝￣￣■■｜■■■「」■■■■■■■■■■■＝ｂＦ－－１■■■■■■
￣■■■■|■■■■■■￣■■￣￣■■■■■■■■■■■■■■■■■￣ロ■￣■■■■■■
＝Ｐ￣■■■■■■■■■■■■－－ 
■■ Ｈ ■＝、■￣■■■■￣Ｕ■■■■■■■■■￣＝－ １ －■￣■■■■■。-■■■■￣■■■U■■■■Ｐ-面一一画￣■■】■■￣■■■■ Ｉ …■■￣■■■■ワー■■■■■■■■■■■■■丘■■■■Ｕ■■■■■■＝■■■■ Ｕ ■ ■  
,v、届，w､ﾉﾃﾗｦ
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譜例２ ｅ含つ粋一一
譜例３
穴名
指名
二三四五六七八九
左左左左右右右右
４３２１３２母１
Ｅ佃
左左
３２ 
強吹…..
伍
左
１
穴孔音と指法
四
一
◎
型
一
つ 〕
一
右
ミーノ
ー
右
・中指
・薬指
・小指
・
人
差
指
薬中栂人
指指指差
指
こ
の
曲
の
形
式
は
単
楽
段
の
構
造
で
あ
る
。
前半が一○小節で、６小節十４小節の二
つの楽句に分けられ、後半が一七小節で、
６
＋
６
＋
５
小
節
の
三
つ
の
楽
句
に
分
け
ら
れ
る。後半の最後の二つの楽句は「合頭」
の構造である。即ち、その二つの楽句の
前２小節は同じだが、後半が違っている。
第４楽句は発展し、クライマックスに達
す
る
。
第
５
句
で
円
満
に
終
わ
る
。
曲
体
の
構
造
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
ａ（６）＋ｂ（４）＋Ｃ（６）＋ｄ（６） 
＋ｄ（５） 
この曲の音階は琉球音階である。⑪、
皿、、、皿、虹、⑪
音
列
は
譜
例
２
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
喧
晒
の
筒
音
と
穴
孔
音
は
譜
例
３
の
と
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お
り
で
あ
る
。
『
頌
王
声
』
の
旋
律
に
つ
い
て
、
筆
者
が
『
打
花
鼓
の
歌
』
で
試
み
た
復
元
方法と同じ方法を再度試みた。即ち、譜例２における皿、⑪、、、
ね、弧、ｍ（イ調）を譜例４のように弧、、、⑪、斑、、、皿（ハ
調
）
に
変
換
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
復
元
し
た
旋
律
の
最
低
音
は
ｇ
で
あ
り
、
＃
ｇ
で
は
な
い
。
元
の
喧
咽
の
筒
音
は
＃
ｇ
で
あ
り
、
筒
音
は
指
遣
い
で
変
え
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
、
演
奏
し
よ
う
と
す
る
と
二
つ
の
噴
咽
が
必
要
に
な
る
。
こ
の
復
元
方
法
だ
け
で
は
、
中
国
の
伝
統
楽
曲
の
中
で
そ
の
原
形
が
ど
れ
に
あ
た
る
か
、
皆
目
見
当
が
つ
か
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
別
の
方
法
と
し
て
、
噴
咽
の
筒
音
（
全
閉
穴
の
音
）
の
階
名
と
そ
の
押
穴
位
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
旋
律
の
復
元
を
試
み
た
。
つ
ま
り
、
譜
例
５
の
よ
う
に
、
そ
の
筒
音
（
全
閉
穴
の
音
）
の
階
名
を
＃
ｇ
Ⅱ
シ
（
イ
調
）
か
ら
＃
ｇ
Ⅱ
フ
ァ
＃
（
―
―
調
）
に
読
み
替
え
て
み
た
。
ま
た
、
押
指
位
は、「頌王声」の第３穴（＃ｄ）を第２穴（が）に、第７穴（＃ご）
を第６穴（＃伊）に、一オクターブ高い第３穴（＃ｄ）は一オク
ターブ高い第２穴（け）に、それぞれ置き換えてみた。旋律に使
譜例４
季垂三塁二三三三垂垂塞震露塞壷:二三=E二瑁圭=E三E=二目菫=窪=層=霊=E零E三霊
#逼巨=Eヨョ三三三至旦露E三菱=露=胃=E=E三三
碆雲=E垂雲三三三三雲二三三妻:～■､-..--.､－－－－－＝－－＝-0-.■－－＝－－＝－＝居＝踞－－－ニーーローロ～■■■■■■■－－■■■■■■■－|■■■－－Ⅱ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■I■■■■■■■■■I■■■■ロ ■ ■ Ⅱ _ ￣ロ
差一三琴三一==E二百華君
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譜例５
頌王声
頌王声擬構体
桐庁孔名
指名 左
１ 
左右
３２ 
左左
４３ 
右左
１３ 
強吹
左
１ 
℃●■ 
わ
れ
た
噴
哨
の
音
列
は
譜
例
５
の
よ
う
な
『
頌
王
声
」
（
擬
構
体
）
に
置
き
換
えられる。
こ
の
よ
う
な
旋
律
（
譜
例
６
の
上
段
）
は
中
国
音
楽
の
特
徴
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
旋
律
を
中
国
昆
曲
、
京
劇
の
伝
統
曲
牌
「
柳
青
娘
』
（
同
、
下
段
）
（６） と対照すると、その旋律の骨幹立曰、楽句の終止幸曰、楽式構造の枠、
旋
律
の
動
向
な
ど
の
諸
点
に
お
い
て
類
似
が
数
多
く
認
め
ら
れ
る
。
１、旋律の骨幹音が同様に弧、垣、⑪、唱皿、（ね〉、弧であ
る
、
し
か
し
、
路
次
楽
「
頌
王
声
」
（
擬
構
体
）
は
無
半
音
の
五
声
音
階
で
あ
る
。
な
お
、
「
柳
青
娘
」
で
は
清
角
音
（
ね
）
が
加
わ
る
。
２，曲の前半の一一一楽句の終止音が同じ配、坦弧である。第４
句からは、「柳青娘』はね、配であり、『頌王声」は弧、、、
血である。
３
，
楽
節
構
造
の
枠
組
に
つ
い
て
は
、
前
の
三
句
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
『
頌
王
声
」
の
第
４
句
は
拡
充
さ
れ
、
「
柳
青
娘
」
の
第
４
、
５
句
は
一
二
小
節
で
あ
る
が
、
「
頌
王
声
」
は
一
七
小
節
で
あ
る
。
４
、
旋
律
の
動
向
に
つ
い
て
、
こ
の
対
照
譜
を
見
る
と
、
そ
の
旋
律
の
類
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似
点
が
分
か
る
。
特
に
初
め
の
三
楽
句
は
同
じ
で
あ
る
。
後
半
の
部
分
も
あ
る
程
度
関
連
が
あ
る
と
思
わ
れる。
昆
曲
は
、
伝
統
的
な
曲
牌
が
長
期
の
演
奏
と
伝
承
の
中
で
次
第
に
変
化
し
た
後
、
定
型
化
し
て
専
用
の
曲
に
な
り
、
そ
れ
ら
は
専
ら
特
定
の
場
面
だ
け
に
用
ら
れ
、
自
由
に
流
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
「
柳
青
娘
』
は
さ
ま
ざ
ま
な
役
柄
で
、
掃
除
し
た
り
、
跳
ん
だ
り
な
ど
、
陣
立
て
の
場
合
に
使
わ
れ
る
専
用
の
曲
（７） 
で
あ
る
。
そ
の
陣
立
て
の
場
面
が
、
路
次
楽
「
頌
王
声
』
の
演
奏
が
儀
式
の
始
ま
る
時
に
演
奏
さ
れ
る
こ
と
と
共
通
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
路
次
楽
は
『
柳
青
娘
」
を
取
り
込
ん
で
い
る
と
理解できる。
な
お
、
冊
封
使
録
に
は
、
冊
封
の
時
、
中
国
音
楽
の
演
奏
者
も
随
員
と
し
て
琉
球
に
行
っ
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
ろ
。
例
え
ば
、
郭
汝
森
「
使
琉
球
録
」
二
五
六
一
年
）
に
は
「
傭
人
…
…
護
鍼
、
総
甲
、
水
梢
、
軍
民
、
行
匠
、
道
士
、
戯
子
等
、
譜例６：琉球路次楽『頌王声』（擬構体）と『柳青娘』の比較
蕊襄三垂彗垂三塞冒錘鍾二鍾垂=鍵
一蕊E垂匿塵菫窪ニニ窪寒E=圭窒
蓋=垂垂露EE-～三雇三E謹謹
■＝Ｉ■■■■■I■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■I■■I■■■■■ﾛ■■■■■■ 
■＝■■■■■■ﾛ■■■■■■■￣■■ｒ－－Ｐ■■￣￣ﾛ■■ 
口■」■■■■■丘一■■■■■￣工＝￣
■■■■■■■■■■■■■ 
:…E圓二圏三目E=ﾖE亜目二二冒苣匡悪詳目Elニゴ
■＝￣■■■■■￣■■■■■■■■■Ⅱ■■■■ロー■■■■■■■＝￣＝－－■■
■丘＝■■■■■＝■■－－N■■■■■■■■■■■Ｐｒ■ヨロ■￣■■■■■■■
E■■■■■■■■■■■■■■ｒ￣■■■■■■■ 
p￣￣  
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（８） 
及
一
一
衙
門
門
書
、
皀
泉
、
防
馬
夫
、
厨
館
夫
等
、
倶
毎
名
銀
五
両
一
一
一
銭
五
分
、
無
復
差
芙
。
」
と
あ
る
。
そ
の
中
の
「
戯
子
」
は
昆
曲
を
演
奏
で
き
る
人
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
夏
子
陽
『
使
琉
球
録
』
（
’
六
○
六
年
）
に
は
「
楽
器
有
（９） 
金
鼓
、
二
一
弦
等
楽
、
但
多
不
善
作
。
嘗
借
吾
随
従
者
教
之
。
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
書
か
れ
た
金
鼓
は
常
に
噴
哨
と
一
緒
に
使
う
も
の
だ
が
、
夏
子
陽
の
随
従
者
が
何
を
教
え
た
か
は
分
か
ら
な
い
。
「
雅
部
」
の
昆
曲
を
演
奏
で
き
る
人
だ
っ
た可能性もある。胡靖『杜天策冊封琉球真記奇観』（’六一一一三年）には、「相陪必以梨園演劇、悉用随
（、）
行者。若彼国者、則不知為何物也。」と←のる。この記事から見ると、「梨園」、「随行者」は戯を演じる
こ
と
が
分
か
り
、
こ
の
戯
に
は
昆
曲
が
含
ま
れ
る
。
以
上
の
記
録
は
、
昆
曲
の
曲
牌
が
琉
球
に
伝
え
ら
れ
た
可
能
性
を
示
す
も
の
と
考
え
る
。
明
清
時
代
に
昆
曲
は
中
国
の
宮
廷
で
「
雅
部
」
と
し
て
、
貴
族
に
奨
励
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
中
国
宮
廷
か
ら
派
遣
さ
れ
た
戯
子
や
冊
封
使
団
の
随
行
者
な
ど
が
、
昆
曲
の
音
楽
を
琉
球
の
楽
人
に
伝
え
た
と
み
ら
れ
る
。
も
う
一
つ
は
、
琉
球
か
ら
の
朝
貢
団
あ
る
い
は
留
学
生
な
ど
が
中
国
で
習
得
し
た
昆
曲
曲
牌
を
琉
球
に
持
ち
帰
っ
て
き
た
可
能
性
も
あ
る
。
以
上
の
考
証
か
ら
見
て
、
昆
曲
曲
牌
の
『
柳
青
娘
」
は
路
次
楽
『
頌
王
声
」
の
源
流
と
考
え
ら
れ
る
。
二、一一段（一一更、又は、明達）
こ
れ
は
山
内
盛
彬
が
採
譜
し
た
第
２
曲
で
あ
る
。
楽
譜
に
は
「
｜
段
の
次
に
奏
さ
れ
る
曲
で
、
高
音
が
多
く
て
吹
き
230 
Hosei University Repository
（ｕ） 
づ
ら
い
曲
と
さ
れ
た
」
と
書
か
れ
て
い
ｚ
己
。
全曲は拡充された楽式である。前の一一つの楽句は。、⑪、、、色、Ⅶ
音域で、⑪１，１ねＩ弧Ｉね１，１曲の旋律動向を特徴とする。第一一一、
四楽句の音域は高まって、主に、、ね、Ⅶ、．ａ、高音の⑪、、、ねで、
メロディーは、‐ね‐弧‐・皿‐高音の⑪Ｉｍｌ⑪ｌ中音の．印ｌ弧Ｉねｌ皿で
進
行
し
、
高
い
音
域
を
特
徴
と
す
る
。
こ
の
高
い
音
域
は
山
内
盛
彬
が
示
し
た
吹
奏
し
に
く
い
箇
所
で
あ
る
。
次
に
、
第
五
、
六
楽
句
は
ま
た
最
初
の
二
つ
の
楽
句
の
音
域
と
旋
法
の
特
徴
を
再
現
し
て
い
る
。
也
音
で
終
わ
る
が
、
こ
れ
は
琉
球
音
楽
に
特
徴
的
に
み
ら
れ
る
終
止
型
で
あ
る
。
楽
式
の
構
造
は
》
ａ（６）＋ｂ（５）＋ｃ（８）十．（５）＋ｅ（５）‐｜‐ｆ（５）
〈、）
『一一段』の採譜は譜例７の通ハソである。
こ
の
曲
は
、
筆
者
が
「
頌
王
声
』
と
同
じ
な
方
法
で
、
即
ち
、
噴
哺
の
筒
音
（
全
閉
穴
の
音
）
の
階
名
と
そ
の
押
穴
位
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
元
の
旋
律
を
復元してみた。
よく使われた穴孔音と音階は、『明達（原曲）』では第１、３，４，５、
『明達（原曲)』項ﾛ内筒音、
穴孔音
譜例８Ａ：『明達（擬構体)』項ﾛ内筒譜例８Ｂ
音、穴孔音
シドレミ＃ファソラシド芽ファソラシドレミガファソ
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７，８穴で、音階は⑪、伽、ね、弧、．、、曲であるが、『明達（擬構体）』では第１、２，４，５，６，
８穴で、音階はⅦ、、、⑪、垣皿、弧である。
この方法で復元した『明達（擬構体）』の旋律は中国様式の特徴を持つ（譜例、、上段）・これを昆
譜例７：
ｃ,ノVH6ja7MVIAzｨ又は雌"dbZszリ
ニ段に更明達）
(一段の次に奏される曲で､高音が多くて吹きづらい曲とされた）
Ｊ－６６Ｍａｅｓ$oeoULx1go 
鐘三三一三=E三＝筆ニーー
② 
ｅノ
ＪＶｗへ
Ｃノ
の
豊圭ニーニーヨーー屋＝言二三＝
－１■■■■ 
ＰＰ」■■■￣■■Ｐ￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■「
｜■■■■■■■■■■■■|■■■■■ 
巳ノ
－－国α、ＪＶｈ八
eノ
← 
｛◆一つ八揖且ケーミ’■ ＪＵＶヘ
● 
掌睾ニニーーニーー三豊壽三=＝
窪＝E三二二=産＝匿曾二二二＝
’ＵＶ、
篝三三二=二三三堂二三二二二二
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譜例９
（１）『明達（擬概体)』音階 （２）『明達（原曲)』音階
（、）
『
五
段
（
斉
元
二
公
）
』
は
、
山
内
盛
彬
が
採
譜
し
た
路
次
楽
の
第
五
曲
で
あ
る
。
山
内
盛
彬
（Ｍ） 
の
採
譜
に
よ
る
と
、
一
」
の
曲
に
は
「
五
節
句
や
祭
日
に
一
段
の
次
に
奏
す
」
と
付
記
が
あ
る
。
曲
名
の
「
公
」
は
「
工
」
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
「
斉
空
公
」
曲
の
曲
牌
「
小
開
門
」
と
比
較
対
照
し
た
と
こ
ろ
、
両
者
の
関
連
が
見
ら
れ
た
。
１，音階調式が同じ無半音の五声徴調式で、音階は⑪、瑁皿、弧、上、血
である。
２、『明達（擬構体）』の前半一七小節の旋律の骨幹音と動向は、『小開門』
と
似
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
３
、
『
明
達
（
擬
構
体
匡
の
終
止
音
が
『
小
開
門
」
と
似
て
い
る
箇
所
が
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ耐、．、、、、垣、．、、⑪と、、⑪、、、、、耐、曲である。
４
，
音
楽
構
造
の
枠
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
（、）
昆
曲
の
『
小
開
門
」
は
宴
今
室
な
ど
に
際
し
て
専
用
に
演
奏
さ
れ
た
曲
で
あ
る
。
『
一
段
』
と
同
様
に
、
「
小
開
門
』
は
「
二
段
」
の
源
流
と
考
え
ら
れ
ろ
。
三
、
五
段
（
斉
空
公
）
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譜例１０：『明達（擬構体)』と『小開門』との比較
■■=■ 
ウー－－－■
Ⅱ「'一三■■￣■■■■■
Ｐ  
|篝=寒=竺南三三三三三二＝ニーーEニニーーニ
霞三二雪雲室=垂三二三二二
:髪三二三一二垂三重三二三二二二
譲三=菫二二三三Ｅ=三=雪奎＝=二Ｆ三E＝＝
□ 
琴三雪塞三二三三三三二壺垂垂三
菱－－ニニーーニ巨三
(注：冒頭の１小節は－オクターブ高めてある）
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の
意
味
が
中
国
語
で
は
通
じ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
「
斉
空
工
」
な
ら
ば
、
中
国
伝
統
音
楽
の
理
論
か
ら
次
の
よ
う
に
解
釈できる。つまり、「工」は工尺譜の、に相当するが、『斉空工』は、全曲を通じて「工」音を使わな
い。中国伝統音楽の工尺譜では「以凡代工」という方法がある。即ち、凡（ね）をもって工（、）の
代
わ
り
と
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
宮
音
系
統
（
調
）
を
変
化
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
『斉空公』は４句体の楽式である。第一句は４小節で、旋律がね、弧、．、、曲である。第二句は６
小節で、句幅が拡充し、音域が低音ｍから高音ｍまで拡充する。第一一一句は７小節で、旋律の動向は下
がり、⑪音で終止する。第四句は９小節で、旋律が結び、⑪音で終止する。
（応）
『五段斉元二公」華媚例、》
『斉空公」の復元は、筆者は二つの段階で進めた。まず、『頌王声」の方法で、「擬構体」への変換
をとして試みたところ、譜例、の中段の譜を得た。次に、「斉空工」の語意の観点から、「以凡代工」
即ち凡（ね）をもって工（、）の代わりとする。これによって、宮音系統（調）がＤ宮（――調）から
Ｇ
宮
（
卜
調
）
に
変
わ
っ
た
。
そ
の
結
果
が
譜
例
、
の
下
段
で
あ
る
。
こ
の
曲
に
つ
い
て
は
、
中
国
伝
統
音
楽
の
中
で
同
名
の
曲
あ
る
い
は
類
似
曲
が
ま
だ
見
つ
か
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
、
歴
史
上
の
特
定
の
時
代
に
広
ま
っ
て
い
た
曲
を
源
流
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
復
元
し
た
旋
律
は
山
内
盛
彬
が
採
譜
し
た
『
五
段
斉
空
公
」
の
旋
律
様
式
の
研
究
を
通
し
、
さ
ら
に
「
斉
空
工
」
の
本
意
、
即
ち
「
以
凡
代
工
」
で、凡字（ね）を工字（、）に代え、宮音系統のＤ宮からＧ宮に変わることがわかった。以上から見
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譜例１１：
メGiJd`J〃価ⅢAko"ＡＣ'zノ
五段（斉空公）
（五節句や祭日に一段の次に奏す）
」＝６６MaesmsoLa垣。
八へd-Jb丘一ｃ/ｗ、
巳ノ
鐸三二三妻三二三三二三二
;茎＝二三三二二菫二二二二二＝
;芒＝二二二芒室ニーー
d 
Ｆ－＝￣■■■￣■■ﾛ■■■Ｉ■■■■■￣ 
元■■－１■■■■■■■＝
nJ６ｔ八八 八八一一一一 八八
Ｑノ
r“、 八八八ハムサ ′ＶＶ、
＝￣■■■■■■■ ＝ 
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譜例１２：『斉空公』と「斉空公』（擬構体)、『斉空工』（｢以凡代工｣）の比較
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夕■ぞ蕊零
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こ
の
曲
は
、
山
内
盛
彬
が
採
譜
し
た
四
番
目
の
曲
で
あ
る
。
曲
名
に
は
「
退
去
の
時
の
曲
で
、
転
調
な
ど
が
あ
つ
（略）
て
愉
快
な
曲
で
あ
る
」
と
付
記
が
あ
る
。
ま
た
「
’
二
模
様
」
と
い
う
曲
名
が
付
い
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
曲
名
の
音
楽
は
中
国
伝
統
音
楽
で
見
た
こ
と
が
な
い
。
こ
の
曲
名
に
付
い
て
い
る
片
仮
名
の
発
音
サ
ン
ポ
ー
ャ
ン
と
近
い
の
が
『
山
彼
羊
』
で
あ
り
、
従
っ
て
こ
の
曲
は
『
山
波
羊
』
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
「
四
段
（
三
模
様
）
」
の
楽
式
は
不
規
則
的
な
二
段
体
で
あ
る
。
第
一
段
が
一
一
つ
の
楽
句
か
ら
成
る
。
第
一
の
楽
句
の旋律動向はね、弧、。、、⑪、終止音が高音曲で、６小節ある。第二の楽句の旋律動向は高音域から
中音域へ発展し、終止音は中音曲であり、七小節フレーズである。第二段は三つの楽句から成る。第
一
楽
句
の
旋
律
は
第
一
段
の
第
二
楽
句
と
関
係
が
あ
る
。
第
二
楽
句
の
旋
律
動
向
が
高
音
域
に
あ
り
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
な
る
。
第
三
楽
句
は
第
一
段
の
第
一
一
楽
句
の
再
現
で
あ
り
、
「
合
尾
」
の
意
味
が
あ
る
。
全
曲
の
構
造
は
次
の
と
て
、
こ
れ
が
「
五
段
斉
空
公
」
の
源
流
と
考
え
ら
れ
る
。
お
り
で
あ
る
。
Ａ［ａ（６）＋ｂ（７）］＋Ｂ［ｃ（１吃）＋ｄ（１勺）＋ｂ（７）］
前
述
し
た
よ
う
に
、
「
山
波
羊
』
と
い
う
曲
は
中
国
伝
統
音
楽
と
し
て
流
行
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
昆
叩
曲
の
『
山
四、四段（三模様）
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譜例１３：『四段（三模様)』の楽譜(ｍ
ｅ、Ｙｍｃｚ〃（sb"66i〕ﾉα〃
四段（三模様）
（退去の時の曲で、転調などがあって愉快な曲である）
」＝６６MaesmsoLargo
披
羊
』
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
第
一
節
に
述
べ
た
よ
う
に
、
昆
曲
が
琉
球
に
伝
わ
っ
て
行
っ
た
可
能
性
が
あ
る
か
ら
、
昆
曲
『
山
披
羊
』
が
こ
の
曲
の
源
流
だ
と
思
わ
れ
る
。
（旧）
（四）
「昆曲伝統曲集選』には、一一一曲の「山波羊」が収められている。この一一一曲のうち、第一曲の「山波
羊
』
が
母
曲
で
あ
ろ
う
、
こ
の
曲
に
は
譜
例
ｕ
の
部
分
旋
律
が
よ
く
出
て
く
る
。
昆
曲
の
音
楽
で
は
、
こ
の
よ
う
な
頻
出
す
る
旋
律
は
「
主
腔
」
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
は
全
曲
の
各
楽
段
に
使
わ
れ
る
。
拳=菫圭壺二三三二三二＝
篝ニニニーニ≧三三三＝
肇三二E塁二巨珪＝呂二ニーー＝
凄=Ｅ三三筐=;言EE曾蚕三三二三二二三＝
垂=＝雪三雲=幸三E＝三三三三二＝
掌三二窪司雪至＝差二二E三二Eﾖﾆﾆ医
巳ノ
AJV、
拳二二＝二二二三二三三垂＝■￣￣～■■■■■■■■■■■■■■■■■ ■■■■■￣記で一■■－－－■■■■■■■Ⅱ■■■■■■■l■■■■■■■■ず￣■■■■■■■■■￣￣■■－－■■￣  
ＪＶＵ、
巳ノ
字■￣＝＝ ￣＝＝曰=＝■ ■￣ 
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譜例１４：
＝■． ,..■'一一二＝■.＝ ．□－．､－１ 
■■■Ｂ■■ 
譜例１５：『山彼羊（１）』
山彼羊（１）(20）
『漁家楽・蔵舟』郎飛霞「旦」唱腔
ロ■■■
P■可一丁ｒ■戸■■■■■■■,￣●￣■■■＝－－■■■■■■■■■■■■■｢＝＝■■■|■■■■■■■回■l■■■■■■■■■■■■I■■■■■■■■■■l■■■-面■■■■■■■￣
■－．口■■…－－Ｆ■■■■■■■■■－－－■■■■■■■■■■－－□￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣■￣■■■■■■■■■■■■
■￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣■■■－－Ｆ■■■￣－－｣■戸■■■■■■■■■■－－＝－－~■｣■■￣
， 
鐸=篝三雲三雲菫菫壽三華書壷
■」■￣■■■■■－，
■■￣￣｢－－■－－口￣■￣ヨr、■Ⅱ■■l■■■■￣■ニー■■I■■■■■■■Ⅱ
■-コ＝￣■■■■■■■■■■■■■■￣■■■■■■■Ｐ￣■■U■￣■■■■■■－－■■I■■■■■■■■■■■l■■■ロ
■Ｐ■■■￣■■■■■■■■■￣壷■■0■■■■ﾛ■■■■■■■■■■■■■■■■■正一＝■■■■■I■■■【
高景池伝譜、奨歩義編「昆曲伝統曲牌選」７５頁、人民音楽出版社、1981年10月、北京。
以
上
の
特
徴
か
ら
「
四
段
（
三
模
様
）
』
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
中
国
的
な
無
半
音
五
声
音
階
、
羽
調
、
長
二
度
と
短
三
度
の
音
程
の
旋
律
に
復
元
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
復
元
手
順
に
は
、
二
つ
の
段
階
が
あ
る
。
旋
律
の
枠
組
は
そ
の
ま
ま
で
、
ま
ず
、
三
つ
の
シ
ャ
ー
プ
を無シャープに代える（譜例Ⅳの中段）。ただし、
噴
哨
は
換
わ
ら
ず
、
筒
音
は
鴬
ｇ
で
あ
る
。
次
に
、
変
宮音、を宮音血に変えるのである。（譜例Ⅳの下
段）次
の
譜
例
砠
は
、
三
つ
の
シ
ャ
ー
プ
を
無
シ
ャ
ー
プ
に
変
え
る
時
の
音
列
変
化
を
示
す
。
使
わ
れ
ろ
。
そ
の
特
徴
は
、
中
国
的
な
無
半
音
の
五
声
音
階
、
羽
調
式
で
あ
り
、
使
用
さ
れ
る
音
程
は
長
二
度
と
短
『山波羊（１）」（譜例巧）には、上掲の旋律が四
つ
の
楽
句
の
う
ち
第
一
、
第
二
、
第
四
楽
句
の
終
わ
り
に
度
だ
け
で
あ
る
。
終
止
音
は
羽
（
皿
）
音
で
あ
る
。
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譜例1６
．＋▲二護ニーニニニニョ
｢四段（三模様)』擬構鴎音列『四段（三模様)』音列
譜例1７
ｃ父
変宮音siが宮音doに変わる音列変宮音siがある音列
次の譜例刀は、変宮音包を宮音血に変える時の音列変化を示す。
譜例姐下段の「四段（一一一模様）擬構体（二）』と昆曲『山波羊』
は
、
音
階
、
調
式
、
主
腔
、
旋
律
の
構
造
な
ど
の
点
で
密
接
な
関
係
に
あ
る
。
音階は中国式無半音五声音階であり、調式は羽調式、主腔は弧１
，１弧１，，ｍ１曲ｌｈＩ弧１ｍ（「山波羊』が塊１，１配ｌ⑪１
，，，１ｍｌ弧１ｍ）で、音程は長一一度、短三度である。
要するに、「四段（一一一模様）擬構体（一一）』が「四段（三模様）』
の
原
型
だ
と
思
わ
れ
ろ
。
こ
の
曲
は
、
山
内
盛
彬
が
採
譜
し
た
第
三
曲
で
あ
る
。
楽
譜
に
は
「
出
立（皿）
の
時
の
楽
曲
で
、
最
も
人
に
親
し
ま
れ
る
曲
で
あ
る
」
と
付
記
し
て
あ
る
。
楽
譜
か
ら
見
る
と
、
こ
の
曲
は
二
つ
の
段
落
が
あ
り
、
後
半
部
分
の
一
○
小
節
が
同
じ
で
、
「
合
尾
」
に
な
る
。
第
一
段
落
に
は
三
つ
の
楽
句
が
あ
る
。
第
一
楽
句
は
五
小
節
十
一
拍
で
あ
り
、
旋
律
は
琉
球
音
階
を
中
心
と
す
る
。
五
、
三
段
（
三
更
、
操
聲
）
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譜例１８：『四段（三模様)』（上段)、『四段（三模様）擬構体（－)』（中段)、
『四段（三模様）擬構体（二)」（下段）の比較
■■￣－－－■■■ 
■■ 
二円ゴー会－－鐸自学凸=ニニニ亭F伝輻=再三E二.与曙ﾖ雫房手
－－■■■■■■■ 
＝ 
二三日ヨヨニ尹手ニニニョ露２房=F買巨員ヨー罰＝■ 屯＝＝宰二゛･‐･･･￣････・
0 グー、
.～今子羊件合グー弓牡
〆～
ケニ長岸合へ
〆￣、
=＝菫＝￣ 
弓E芋匡写騨〒=再三＝F戸戸戸=FFF戸
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第
二
楽
句
は
６
フ
レ
ー
ズ
＋
一
拍
で
あ
り
、
第
三
楽
句
は
５
フ
レ
ー
ズ
あ
る
。
旋
律
は
琉
球
音
階
を
基
調
と
し
、
中
音
域
を
中
心
に
動
く
。
第
二
段
落
に
は
四
つ
の
楽
句
が
あ
る
。
第
一
楽
句
は
三
小
節
半
で
あ
り
、
音
域
が
高
く
、
終
止
音
は中音の曲である。第二楽句は四小節半で、旋律は中高音域を中心に動き、リズムは活発である。第
三
、
四
句
は
第
一
段
落
の
第
二
、
一
一
一
楽
句
の
再
現
で
あ
り
、
中
国
伝
統
音
楽
で
よ
く
使
わ
れ
る
「
合
尾
」
と
い
う
構
造
と
似
て
い
る
。
最
後
に
、
｜
フ
レ
ー
ズ
が
拡
充
さ
れ
、
全
曲
が
円
満
に
終
止
す
る
。
楽
式
の
構
造
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
Ａ
［
ａ
（
５
フ
レ
ー
ズ
＋
｜
拍
）
＋
ｂ
（
６
フ
レ
ー
ズ
＋
一
拍
）
＋
ｃ
（
５
フ
レ
ー
ズ
】
Ｂ［．（１坊フレーズ）＋ｅ（１崎フレーズ）＋ｂ（６フレーズ＋一拍）＋ｃ（５フレーズ）
＋
拡
充
（
１
フ
レ
ー
ズ
】
中
国
伝
統
音
楽
に
は
、
こ
の
曲
と
同
じ
曲
名
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
曲
を
復
元
の
原
型
と
し
て
、
筆
者
は
二
つ
の
復
元
方
法
を
試
み
た
。
１
、
筆
者
は
、
ま
ず
、
中
城
村
「
打
花
鼓
の
歌
』
を
復
元
し
た
方
法
を
こ
の
曲
に
適
用
し
て
み
た
。
即
ち
、
琉
球
音
階
を
中
国
音
楽
の
羽
調
式
音
階
に
変
換
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
構
成
音
相
互
の
音
程
が
変
わ
り
、
⑪、血、ね、弧、、、曲が垣、⑪、塊、血、弧、垣（同主音の不同音階）となる。このうち
最
も
重
要
な
変
化
は
、
長
三
度
が
短
三
度
に
、
短
一
一
度
が
長
二
度
に
替
わ
る
こ
と
で
あ
る
。
以上の方法により、次のような「一一一段（三更、操声）擬構体（｜）』の楽譜が得られた。
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譜例１９： 『三段（三更、操声)』(型）
dsZmdm7（sb"〃又はsbwz４３カmノ
三段（三更操声）
（出立の時の楽曲で、最も人に親しまれる曲である）
ノー印MaesLosoLarg。
■■■￣ 
ﾆーーーー
゛
￣菫逹ニビーー
Ｐ一列■■■－－－
－四一■－口￣＝■■■■■￣■￣￣■[Ｕ一
一一一一一■■■■■■■■■ﾛ■■■■■■■■西￣■■￣■■■■￣￣￣
－コ
鐸=ＥＥ筐￣屋一:=にEヨー白三三三
/ＶＶｈ 
ニー〔八 ハハの八八
咳口型Ｉ■■■■■■■1■■
。」■■■■■■戸司■■■■■￣－－■■■■｣■■■■＝￣￣■■■■■■■■ 
Ｔ－Ｕ■■■■■￣■■＿■■■■■U■■■■■■■■■■」■■■■■■---■■■■■■
￣ ＝司一 ■ P■
ノリV、
Ｃ」
￣ひ､ｸﾞ、
ﾛﾜｰ羽■■■■■■■■■■■■■■■■■■■l■■■￣］■■■■■■■I■■￣■■■■■￣
ロ-11■■■■■■■■■■■l■■■|■■■■■■■■■Ｉ■■￣■■■■■■Ｉ■■■■■■
丁一｜■■■｜■■＝■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■□ 
塞華ﾆｰｰｰｰ圭三菫ヨニf￣＝=＝
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拳==ニーニ墓垂垂二王Eニーーニ
挙隼饒圭二二二三＝二三室三三三三二三
菫雲嚢華堯=菫ヨニ三F=＝三===二毛＝
髪二二壺華三=ニニニーーヨ
譜例２０：
ﾎﾟﾆｰ三三三二=＝ ロ、己
B、「三段（三更、操声)」音階Ａ、擬機体（１）音階
２
，
次
に
、
『
頌
壬
声
」
を
復
元
し
た
方
法
を適用してみた。即ち、第一に、
喧
哨
の
筒
音
（
全
閉
穴
の
音
）
の
階
名
を
変
化
さ
せ
る
。
筒
音
の
高
さ
は
同
じ
＃
ｇ
で
あ
る
が
、
＃
ざ
Ⅱ
、
が
＃
ｇ
Ⅱ
＃
、
に
変
わ
る
。
第
二
に
、
押
穴
位
を
変
化
さ
せ
る
。
押
指
位
は
第
３
穴
（
＃
ｄ）を第２穴（け）に、第７穴
（＃ご）を第６穴（＃Ｐ）に、｜
オクターブ高い第３穴（＃ひ）
は一オクターブ高い第２穴（ザ）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
変
え
て
み
た
。
以
上
の
方
法
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
な
『
三
段（三更、操声）擬構体（一一）』の楽譜
が得られた。
「三段（一一一更、操声）擬構体（一）」
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譜例２１：『三段（三更、操声）擬構体（－)』
－－■･＝＝･＝■■＝■＝--.口．．＝完一ゴューーニョニ＝＝已二巴＝ニーーー＝己ロロローー■■■■■￣】■■■■－－r■=■■■■■■■■■■■■■■＝＝■＝＝面面戸□■■■■■■■■■庇－－■■■ﾛ■■■■＝■か－■■■■■■■■■■■■■■■■■■Ｐｌ■■■P■■■■■■■■P■■■■Ｉ■■■■■■■■■■ 
諄圓塞圓壺塞垂三三三三塗室■■■■■■■■rT-■■b、■■￣■■■■■■■■■■￣■勺■■■■■■■■■■－ｺ＝■■－－■■■ﾛ■■■ﾛ■■－－■■匹已￣－－■■Ⅱ■■■■■■■■ﾛ■■■■■■■■■■■■■■Ｐ■￣－－■■＝■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣■■■■ﾛ■■■－１■■■■■■■■￣■■■■￣ﾛ■■■■■■￣ﾛ■■■■■■■■■■■■Ｐｒ－－ヨ■■l■■■Ｐ 
Ｉ■■ 
■■■■■■■■■■■■Ⅱ■■■■■■￣－面■■■－１■■■■■■■■I■■ﾛ■■■ﾛ■■■■■■■■■■■西－－■,－－で－■■￣
■－Ⅱ■■■ロ■■■■￣■■■■■￣官－１■■I■■■＝￣U■■■■■■■、■■I■■■■■■■■■■■
■￣■■■￣■￣■￣■■■■－■■■■■■■Ⅱ■■■■■■ 
鍾毒…三－－富塞逹三三垂
■ 
ゲーー,￣￣･■￣･･－－－‐。￣￣￣･■￣＝■■･＝■□ロ
譜例２２：『三段(三更、操声)」と『三段(三更､操声)擬
構体(二)』の押穴位､音列、音階名の比較
「三段（三更、操声）擬構体（二)」
コロ
と「三段（三更、操声）
擬構体（二）』のうち、
前
者
に
お
い
て
は
三
弦
の
調
弦
法
と
勘
所
を
変
え
る
と
い
う
復
元
方
法
を
用
い
た
が
、
喰
哨
の
演
奏
に
は
適
さ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
結
果
的
に
こ
の
場
合
の
筒
音
（
＃
図
）
よ
り
も
低
い弧（図）が必要に
な
り
、
し
か
も
そ
れ
ぞ
れ
の
音
符
の
長
さ
は
三
拍
に
も
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
旋
律
は
宮
調
式
な
の
で
、
感
情
が
明
る
く
な
り
、
行
進
に
使
わ
れ
る
と
い
う
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最後に『音取」を検討する。
『音取』は、山内盛彬が採譜した第一曲である。（空）
楽垂娼には「これは調子調べであり、タイム不定」と
『操声』の性質に適合する。
｜方、後者においては喧哺の筒音（全閉穴の音）
の
階
名
を
変
化
さ
せ
る
方
法
で
復
元
し
た
。
こ
れ
は
喧
哺
の
機能や筒音の高さにうまく適合する。その旋律は羽
調式、性格はあまり明るくないが、丁寧に感ずる。
そこで、演奏に際しては二つの喧咽を準備し、｜
っの筒音は＃ｇ、他の筒音は図とする方法も可能
性がある。従って、結論はまだ出せないが、以上の
一一曲が『一一一段（三更、操声）」の源流として考えら
れろ。六、
音
取
譜例2３ 『三段（三更、操声）擬構体（二)』
－－－１■■＝Ⅱ■■■■■■I■■■ 
￣ロー￣■■■■■■■■Ⅱ■■■■■■■I■■■￣￣－１■■■￣＝■￣■■I■■■■■■■■■■■■■■ロー■■■■■■■■
「■■■■－－１■■■■■■■￣■■I■■■■■■■--面■■■■■■■■■■￣￣￣■■I■■■￣■ＦＦＵ■■■■■■■■ｎ戸■■■■■
▽－Ｆ ￣ ｐ￣  
■■■￣。Ｅ￣■ご＝■■■■－コ＝＝■－１■■■■￣ﾛ■■■I■■■■－■■■■■■■■■■
■■■ＰＰＵ■■■■■■■■■■■￣￣■■･＝■■■■■■－－■■■■■￣＝■■■■l■■■■■■■■■■■■ﾛ■■■■■■Ｆ－=■■■■■■■■■■ 
■－－－■■■■■■■■■￣■■■■■■Ⅱ■■■■■■■■＝勺■■■￣アーー￣■■■■■■■■■■■■戸～て
Ｉ ￣ 
篝三三垂三一E＝三三三三E莚
■ﾛ■■￣■￣＝■■－－＝ロ＝￣
■■■■－－－■■■■■￣Ⅱ■■■■■■Ⅱ■■■■■■■■ﾛ■■■■■￣巳￣￣－－￣■■■■
rqB-■■■■■－－■■■■■■■■■I■■￣■■■－戸印刀■■■■■■■■■■丘。:刀‐￣－１■■■■－－｣■■■
■P-1■■■■■■■￣■■■■■■￣■■■」■■■■■U■■■■￣
ロ■■■■■l■■■■■I■■■■
Ｆ１■■毎～関ﾛ■■■■■■■■－F－－■I■■■■■■■■■U■■■Ⅱ■■■I■■■I■■■■＝■U■■■■■■■I■■■■■I■■■■－石■■■■■■■■■■■■■■■■￣■■■■■■
ｆ－■■■区■Ⅱ■|■■■－■■■■■－１■■■■－－＝－■Ｐ目■■■■｣■■■I■■■■■I■■■ＰＰで－－面－，■■Ⅱ■■■■■■庄一■■■￣Ｔ■■■■■
■－ I ■－ ￣ ■■￣￣＝で ＝
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譜例２４：
aNituyi 
音取
(これは調子調べであり、タイム不定）
凶s呼亜｡～ αＺｅｍｐＯ 
ｅノ
/弓、
e」
/ｗﾐトゥレモロ
譜例２５：『音取』（擬構体）
＝＝■■■ 
「--0■■■■＝■■■■■■■￣￣■￣】■■■■■■■■■■■■■■。‐-口』
Ⅱ■－－－■■■■■■■■■I■■■■■■■■■■■■I■■■￣■■■Ⅱ■■ロ二二四戸■■■■■■
■ワ
■て巴■卯
■■■■■■■■■■■ 
乙一■Ⅱ■■￣￣■■■■￣■■■■■■■■￣＝■■■■■■■■■■■
と■■｡■■■Ⅱ■■■￣■￣￣戸一一＞l■■■
Ｐ回り－－
付
記
し
て
あ
る
。
つ
ま
り
、
演
奏
の
前
に
調
弦
と
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
そ
の
採
譜
は
譜
例
型
の
と
お
り
で
あ
（型）
ろ。こ
れ
ま
で
の
「
｜
段
」
「一一段」「五段」「三段」
の
復
元
が
正
し
け
れ
ば
、
「
音
取
』
の
復
元
も
喧
哨
の
筒
音
（
全
閉
穴
の
音
）
の
階
名
を
、
押
穴
位
と
と
も
に
変
化
さ
せ
る
方
法
で
試
み
て
み
る。以
上
は
、
筆
者
が
六
つ
の
琉
球
路
次
楽
の
源
流
に
関
し
て
探
索
を
試
み
た
も
の
で
あ
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ろ
。
諸
賢
の
ご
指
導
を
乞
う
。
【註】
（１）伊波普猷、東恩納寛惇、横山重編『琉球史料叢書』第１巻「琉球国由来記・巻四・事始・礼楽門二四」第
一一一七頁、井山書一房刊行、昭和三七（一九六二）年六月。
（２）山内盛彬『山内盛彬著作集（第２巻）』の「琉球王朝古謡秘曲研究二四路次楽』第二九八頁、沖縄タイム
ス社、一九九三年一一一月。
（
３
）
前
掲
（
２
）
、
第三○○、三○一頁。
（４）前掲（２）、第三○五頁。
（５）前掲（２）、第三○七頁。
（６）高景池伝譜、奨歩義編「昆曲伝統曲牌選』第一三頁、北京》人民音楽出版社、’九八一年一○月。もとの
調は正宮調のⅡＧだが、比較のため、⑪ⅡＤに移調した。
（７）前掲書、第二頁。
（８）原田舜雄訳注『郭汝霧重編使琉球録』第二七九頁、椿樹書林社、二○○○年。
（９）『那覇市史」資料篇第３巻の３、第三九頁、那覇市役所、’九七七年。
（、）前掲書、第１巻の３、第四二頁。
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（辺）前掲（２）、第三○八、
（ｕ）前掲（２）、第三○八頁。
（ｕ）前掲（２）、第
（通）前掲（２）、第
（田）前掲（６）、第二頁。
（肥）前掲（２）、第
（Ⅳ）前掲（２）、第
（皿）前掲（２）、第三○六頁
（羽）前掲（２）と、第三○六頁。
／■､ 
１８ 
、-／
前
掲
／￣、
６ 
、-／
○ 
（Ⅲ）前掲（２）、第
（幼）前掲（２）、第
（別）前掲（６）、第七五頁。
（四）前掲（６）、第七八～八○頁。
四
、
四頁。○ 、
○頁。 頁。、一
○九頁。
五頁。頁。頁。
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